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令
和
2
年
度
か
ら
の
自
治

会
へ
の
コ
ロ
ナ
対
策
事
業

と
効
果
は
。

　
3
年
半
前
の
6
月
議
会
で
、
安

孫
子
の
例
を
示
し
な
が
ら
、
20
年

先
に
は
自
治
会
加
入
の
46
％
が
空

き
家
に
な
る
。
区
長
の
選
出
も
評

議
員
も
な
り
手
が
な
い
。
早
急
に

町
の
抜
本
的
な
施
策
で
打
開
し
な

い
と
、
町
全
体
が
立
ち
い
か
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
訴
え
た
。

　
町
長
か
ら
は
、
自
治
会
で
地
域

ま
る
ご
と
活
性
化
プ
ラ
ン
を
策
定

し
、
自
ら
の
地
域
は
自
ら
が
守
り

伝
え
る
と
の
意
識
醸
成
の
自
治
会

支
援
が
提
案
さ
れ
た
。
自
治
会
に

活
力
、
活
気
が
あ
れ
ば
、
勢
い
町

自
体
も
活
性
化
す
る
。
反
対
に
自

治
会
活
動
が
停
滞
す
れ
ば
、
町
全

体
に
も
活
気
は
戻
っ
て
こ
な
い
。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
自
治
会
活

動
の
活
性
化
は
、
町
の
大
き
な
課

題
だ
。

　
町
で
は
、令
和
2
年
度
か
ら
3
年

度
に
か
け
て
、自
治
会
へ
の
コ
ロ
ナ

対
策
の
補
助
事
業
を
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、そ
の
活
用
実
績
と
効
果
は
。

活
性
化
プ
ラ
ン
の
方
策
か

ら
足
掛
け
5
年
。
現
時
点

で
の
プ
ラ
ン
策
定
自
治
会
数
と
実

践
活
動
は
。

町
の
公
共
交
通
移
動
シ
ス

テ
ム
と
し
て
の
構
築
を
、

町
の
公
共
施
設
再
配
置
に
合
わ
せ

政
治
判
断
す
べ
き
。

秦
荘
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
び

わ
こ
国
体
開
催
の
た
め
昭

和
50
年
早
々
に
新
設
。
現
在
45
年

以
上
経
過
し
、
ネ
ッ
ト
フ
ェ
ン
ス

や
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
は
経
年
劣
化
が

甚
だ
し
い
。
ま
た
ナ
イ
タ
ー
支
柱

も
ひ
び
が
あ
り
、
照
明
の
錆
も
目

立
つ
。
こ
れ
ら
を
改
修
し
、
全
国

か
ら
の
選
手
役
員
を
温
か
く
迎
え

る
気
持
ち
を
会
場
設
備
に
表
す
べ

き
。

す
べ
て
の
自
治
会
で
そ
う

い
う
シ
ス
テ
ム
が
創
れ
な

い
の
で
、
町
と
し
て
空
い
て
る
社

協
の
デ
イ
送
迎
車
を
活
用
し
、
庁

舎
一
本
化
に
合
わ
せ
、
買
い
物
や

医
院
通
院
等
移
動
手
段
の
構
築
を
、

政
治
判
断
す
べ
き
と
訴
え
て
い
る
。

施
策
か
ら
5
年
も
経
過
し

て
い
る
の
に
、
効
果
が
出

て
い
な
い
。
プ
ラ
ン
で
10
年
先
を

考
え
る
よ
り
、
今
自
治
会
運
営
を

い
か
に
存
続
す
べ
き
か
、
各
区
は

悩
み
試
行
錯
誤
し
て
い
る
。

　

2
年
度
は
44
自
治
会
へ
総
額

７
９
０
万
２
千
円
の
交
付
。
3
年

　

円
城
寺
で
は
、
自
治
会
館
を
活

用
し
た
地
域
の
集
い
の
場
の
開

設
。
東
円
堂
で
は
互
助
輸
送
の
取

り
組
み
の
本
格
稼
働
が
進
ん
で
い

る
。
重
要
な
こ
と
は
、
プ
ラ
ン
の

完
成
で
は
な
く
自
身
の
自
治
会
の

現
状
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
。
現
在
2
自
治
会
の
み
の
実
績

だ
が
、
自
治
会
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

機
会
も
有
効
活
用
し
、
引
き
続
き

啓
発
し
て
い
き
た
い
。

　

各
自
治
会
の
声
に
耳
を
傾
け
、

活
動
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
顔
と

　

3
つ
の
自
治
会
で
互
助
輸
送
に

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

地
域
が
地
域
の
移
動
を
支
え
る
仕

組
み
だ
。
目
ま
ぐ
る
し
く
社
会
経

済
が
変
化
し
、
人
々
の
行
動
も
変

容
す
る
な
か
で
、
時
代
を
捉
え
た

シ
ス
テ
ム
構
築
に
取
り
組
み
た
い
。

　

予
約
受
付
や
安
全
確
保
、
付
き

添
い
な
ど
が
必
要
と
な
り
、
す
ぐ

で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

　

早
急
な
対
応
を
講
じ
る
よ
う
、

指
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
改
修

に
は
1
億
円
を
超
え
る
と
予
想
さ

れ
る
大
き
な
費
用
を
伴
う
こ
と
か

ら
、
何
と
か
財
源
を
確
保
し
た
い
。

（
町
長
）

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

問

問

問

問

答

答答

答

答答

村西　作雄村西　作雄 議員議員

町の公共交通移動システム構築を
政治判断で

Q

自治会の自治力アップと
まちづくり

A

春祭りで鳴り響く太鼓の音

登下校時の横断が危険な箇所

改修が待たれる秦荘グラウンド

時代を捉えたシステムの構築に取り組みたい

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度

を
活
用
し
、
太
鼓
づ
く
り

の
後
継
者
を
育
成
で
き
な
い
か
。

校
園
に
お
け
る
令
和
３
年

度
の
い
じ
め
の
状
況
を
求

小
中
学
生
の
登
下
校
時
、

国
道
８
号
線
の
横
断
が
非

常
に
危
険
で
あ
る
。
誘
導
員
を
配

置
で
き
な
い
か
。

本
庁
舎
お
よ
び
支
所
に

は
、
総
合
案
内
窓
口
を
設

け
る
な
ど
、
住
民
の
利
便
性
を

第
一
に
考
え
て
い
る
か
。

休
職
者
や
退
職
者
が
多
い

状
況
や
、
公
正
か
つ
適
正

な
職
員
配
置
に
な
っ
て
い
る
か
。

愛
知
川
公
民
館
、
町
民
セ

ン
タ
ー
が
有
し
て
い
た
機

能
を
、
ど
の
施
設
が
担
う
計
画
な

の
か
。

校
園
に
お
け
る
令
和
３
年

度
の
不
登
校
の
状
況
を
求

め
る
。

　

太
鼓
づ
く
り
を
さ
れ
て
い
る
２

軒
の
意
向
も
踏
ま
え
、
本
町
の
貴

重
な
伝
統
産
業
で
あ
る
太
鼓
づ
く

り
の
歴
史
や
文
化
に
、
熱
意
の
あ

る
地
域
内
外
の
人
材
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
令
和

４
年
度
に
着
任
し
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
の
手
腕
も
活
か
し
な
が

ら
、
Ｐ
Ｒ
等
に
努
め
る
。

①
小
学
校
29
件
、
中
学
校
９
件
。

②
冷
や
か
し
や
か
ら
か
い
、
遊
ぶ

ふ
り
し
て
た
た
か
れ
た
り
、
嫌
な

こ
と
や
恥
ず
か
し
い
こ
と
を
さ
せ

ら
れ
た
り
、
ま
た
仲
間
は
ず
れ
に

さ
れ
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
等
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
り
す
る

こ
と
が
、
主
な
内
容
で
あ
る
。

③
令
和
３
年
度
は
重
大
事
態
の
報

告
は
な
い
。
過
去
５
年
間
で
は
、

２
件
あ
る
。
教
訓
と
し
て
は
、
教

職
員
の
資
質
向
上
と
組
織
対
応
の

重
要
性
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

登
下
校
時
の
見
守
り
活
動
は
、

保
護
者
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
住
民
、

学
校
、
行
政
、
警
察
署
等
が
連
携

協
働
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
持
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
肝
要
と
考
え

て
い
る
。

　

現
在
、
愛
知
川
庁
舎
で
は
住
民

課
、
秦
荘
庁
舎
で
は
秦
荘
サ
ー
ビ

ス
室
が
、
総
合
案
内
の
業
務
を

行
っ
て
い
る
。
来
庁
い
た
だ
い
た

方
の
用
件
に
よ
り
、
そ
の
部
署
へ

案
内
し
て
い
る
。
支
所
に
な
っ
て

も
同
様
の
対
応
を
す
る
。

　

両
施
設
で
実
施
し
て
き
た
事
業

お
よ
び
活
動
は
、
ハ
ー
テ
イ
ー
セ

ン
タ
ー
秦
荘
な
ど
を
中
心
に
展
開

し
、
両
施
設
を
利
用
し
て
い
る
団

体
は
、
愛
の
郷
な
ど
に
そ
の
活
動

場
所
を
確
保
す
る
。

　

通
常
の
業
務
に
加
え
、
コ
ロ
ナ

禍
に
対
応
す
る
負
担
が
増
大
す
る

な
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調

に
よ
り
、
休
職
す
る
場
合
や
、
職

　

小
学
校
25
人
、
中
学
校
34
人
で

あ
る
。
要
因
は
、
小
学
校
で
は
、

生
活
リ
ズ
ム
の
乱
れ
・
遊
び
・
非

行
が
多
く
、
中
学
校
で
は
、
無
気

力
・
不
安
が
多
い
。

（
み
ら
い
創
生
課
長
）

（
教
育
長
）

（
教
育
次
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
公
共
施
設
最
適
配
置
推
進
室
長
）

（
総
務
政
策
監
）

（
教
育
長
）
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答
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太
鼓
づ
く
り
の
後
継
者

　
育
成
を
図
る
た
め
に
は

子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
し

た
保
育・教
育
活
動
を
充

実
す
る
た
め
に
は

小
中
学
生
の
登
下
校
等
に

お
け
る
安
全
を
確
保
す
る

に
は

役
場
職
員
の
職
務
姿
勢
の

向
上
と
業
務
の
効
果
的
な

遂
行
を
求
め
る

公
共
施
設
の
最
適
配
置
を

考
え
る

自
治
会
の
自
治
力

　
ア
ッ
プ
と
ま
ち
づ
く
り

25
国
ス
ポ
障
ス
ポ
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
競
技
開
催
に
向

け
て

いじめ重大事態への対応と
そこから学んだ教訓は

Q

いじめの早期認知と
適切な対応を

いじめを認知する教職員の資質向上と
組織対応力の向上が肝要

A 中川　喜代和中川　喜代和 議員議員

録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら録画配信はこちら

め
る
。

①
認
知
件
数
は
。

②
主
な
内
容
は
。

③
重
大
事
態
の
発
生
は
。

員
個
々
の
人
生
に
お
け
る
仕
事
観

に
よ
り
退
職
す
る
場
合
が
あ
る
。

　

職
員
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
業

務
内
容
の
平
準
化
を
大
事
に
考
え
、

各
課
の
管
理
職
と
相
談
し
な
が
ら

適
材
適
所
に
配
置
し
て
い
る
。

度
は
37
自
治
会
へ
１
，２
８
５
万

円
を
交
付
し
た
。
こ
れ
ら
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
先
行
き
が
不
透

明
な
な
か
に
お
い
て
、
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
の
備
品
整
備
を
中
心

に
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
地
域
の

安
心
に
寄
与
し
、
活
動
の
後
押
し

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

顔
が
見
え
る
関
係
を
構
築
し
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
、自
助
・

共
助
の
取
り
組
み
を
伸
長
し
て
い

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
後
押
し
し

て
い
き
た
い
。


